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Gene therapy for murine renal cell carcinoma 

























































8. Role of P-glycoprotein in blood-aqueous barrier 
（車液房水槽における P－糖蛋白震の役割）
1. Role of p・glycoproteinin distribution of rho-
damine 123 into aqueous humor in rabbits 
（ローダミン123の家兎房水中への分脊における P-
轄蛋白賓の投割〉
2. Role of P-glycoprotein in ocular clearance of rho-





















9. Construction and validation of a practical prog-
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した。 ACE遺伝子多重は PCRを用いて， AGT遺伝子
羽235T多聖，アンジオテンシン I1型受容体〔ATlR)
遺伝子多型については PCR-RFLPによ可決定した。
AGT遺伝子 M235T多型は心筋擾塞との関連を認め
たが， ACE遺伝子多重， ATlR遺伝子多翠については
関連を認めなかった。
本訴究の心筋梗塞患者は農村型地域の特離を有して
おり，こうした環境調子のもとでは AGT遺伝子
副235T多型の影響が強く現われ， ACE遺伝子多型は
重要でないのかもしれない。
11. 高インス I）ン血症と経皮的冠動脹形成備後の再
狭窄との関連についての語家的検討
五明幸彦（内科学第二）
［自的］高インス 1）ン血症と経変的冠動原形
(TCA〕後の再狭窄との関連について検討した。
【方法】対象は持期的 PTCAに成功し，糖負荷試
験が仔われた69刻。冠動脹造影所見は定量的に解析
した。再狭窄群と非再狭窄群の血禁インスリン濃度，
さらにヱインスリン（糖負蕎前，後30分， 60分， 120分
値の総和）値を 4分割し，再狭窄との関連を検討した。
［結果l( 1）再狭窄辻31例。槽負祷後30分， 60分
とヱインスリン葡が再狭窄群で有意に高誼であったO
